








■　背　　　景

東京の農地は市街地に多いことか
ら小規模で点在しており、限られ
た面積において都市と共存し都民
生活に貢献する農業を目指す新し
い農業システムが求められている

■　解　決　策

廃液ゼロを実現し、必要最低限の液肥と水で植物を栽培する環境に優しい
低コストな養液栽培システム「東京エコポニック ®」を開発

採光性の高い「東京ブライトハウス ®」と全自動の統合環境制御システム
により、常に植物に最適な環境を創出し、トマト、キュウリ等の周年栽培
による高収量と高品質化を実現

■　取 組 事 例

栽培実証試験の実施
・施設栽培経験の浅い生産者圃場に導入
・トマトの周年栽培を実現
・トマトハウス土耕栽培の約 3 倍の収量を達成

各種事業に採用
・ローカル５Ｇを活用した実証施設として遠隔農作業支援法の有効性を

検証
・インキュベーション農園として生産者に新たな栽培技術試行の場を提

供

産業労働局────── No.92

東京型スマート農業の展開
～限られた農地を最大限に活用～

試験ほ場（調布市）

研究所（立川市）

ドリップチューブフィルム

防水シート 給水シート フレーム

防根透水シート
ヤシ殻培地
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■　取 組 事 例

生け簀からの取り上げ
・養殖（蓄養）生け簀から、１尾ずつ釣り上げる
・返しが無い釣針を用いることで、魚への負担を最小限にするとともに、
速やかな針外しを可能にする

活漁船、活魚車による輸送
・輸送中も安定して遊泳できる水槽スペースと十分な水量の確保
・マグロの高い酸素要求量に配慮した、十分な溶存酸素量の維持

水槽への収容
・体表の擦れ防止のため専用の担架を用い、極力短時間で運搬
・スムーズかつ安全な作業のために、頭側から水槽内へ収容する

■　背　　　景

葛西臨海水族園では、水量約2,200
トンの水槽でクロマグロなど約
150尾を飼育展示している。

マグロは、広大な外洋の暮らしに
適した形態や特性があり、さらに
体表が傷つきやすいため、高い生
存率で長時間・長距離輸送を行う
ことは非常に難しい。

■　解　決　策

マグロを傷つけず、速やかに運搬する工夫

マグロの特性に合った輸送用水槽の仕様と、水中環境の管理

建設局──────── No.93マグロの生存率を高める輸送技術

マグロ展示水槽

返しのない釣針を用いた釣上げ作業 大型水槽を搭載した活魚車 専用担架による運搬 水槽内への収容
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